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　　　　　　　　　1935年度火星観測（2）

　　　　　　　　　　　　　木邊成麿

　拐て槻測であるが，差本的なスケッチとして選んだのは，出航るだけ火星

全表面に行き亙り0。より300毎に取り，seeingは勿論良好．なものを選び，

4．のあるものは殆んど除外した．（相當よく描けて居ても）小数槻測者は一

纏めにしてその中から代表的に拾ひ上げたので結局6組のものになったので

ある・選出のスケッチは4，5，6月各21，37，二枚であって5，月が多い．これ

は前に云ったseeingの關係で，最良のものを選んでも4月季均seeing　6．6に

封し，5月は7．0である事からして，全膿としては絵程よい事になる．紙面

の都合上選出スケッチに付いて簡輩に示すと．第五表の如くである．
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大きな模檬

　アリシ，サベウス，シルチス，ユートピア，テイーレーヌム，シレヌム，キ

メリウム，シメリウム，アシグリウヘマガリデフアー…等の晦所，ヘラス，
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，

テンペの白い事は殆んど見逃さすナシダリウム，シルチス，ユートピアの三

ケ所が最も濃く描かれて居る．攣って見えたのはアシダリウムが非常に大き

く，恰も北端に切れ目の如く見えた事，エリシウムが〔立なかった事，及アリ

ンの爪が不明であった事で，後一rつは1933年の接近時と似て居る．劔て最も

問題になるのはCanalであった，果して我々のグループで如何程見られる

かは接近前には可なり興味を引いたが結果は意外に多かった事である・然し

どの程度まで正確であるかは他の槻測獲表と封比せねばならないが兎角総計

・・7個燵した，右の内÷同病購自身不纏縦して居るものであるか

ら約70個と云ふのが正確な所か？と思はれる．次表は各個の数を確なもの

　　　第六表蓮　　河　　　　（二枚以上のスケッチにあるか・叉は其
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他の事情により筆者が確かと漸定せるも

の）及不確かなもの（seeing不良等のた

め不確かと筆者が認めらるるもの）に分

類すれば第六表の如くである．前田，荒

木，木三三氏がクリーンアップトリオと

なったのは口樫，期間を老へると當然で

あるが，口径から云って，前田，渡邊爾氏

は賞讃に値する，確實と不確實の關係は

槻測枚敷とスケッチの現れ方に左右され

るが，スケッチが比較的少く，描爲をボ

ンヤリ軟く書く方には不確實叉は二個の

合一と云ふ事が多く，一部は反射鏡の特

色でもあるらしい．それはピツカリング

主宰の揚合にも詔められるし，今周は二

部木鼠爾氏はその傾向を認めた．次表に

大膿確かだと思はれた36個の蓮；河表を掲

げるがこれは三名以上のものが認めたも

ののみであるが中で或はプロトニルスは間違であったかも知れないと思はれ

た．それは有名なニロシルチスが甚だ不明瞭であった事で，これは運河の清
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（スケッチρ）No・は量初回付いた番號で現ぼしたから他にも出て居る事は勿論である・）
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長と云ふ鮎では今季として特筆すべき事である．從って，これに團係あるプ

ロ1・ニルスも？が付けられる．叉エリシウムの目立なかった事は前記の如く

だが，必然それはエリシウムを匿別する蓮河が目立ない事を意味するが表は

大膿0。度の邊から多く見られた順に並べた．二重運河に付V・て一言すればロ

ーエルの如きものは全く認められなかった，唯荒木氏の描V・たものに幾分そ

れに近いものがあるが，確實とは云へなVbものであった．勿論ニロケラスや

カシウスが太く大艦並行に二本認めて居るスケッチもあるがこれは所謂問題

となるべき性質のものではない，叉ハデス，ギンデス，アルシヨニウム，カ

シウス，グラニクス等は寧ろ模様と云ふ位濃く太く，オリサス，ゲホン，タ

ナイス，アガソダエモン，ネペンデスが比較的細く濃く，他は淡く大いもの

が多く掲載以外のものが淡く細いものが多い事になる．

　次は湖と云はれるものであるが，三河以上に厄介である表には紙数の都合

上出來ないが，著しかったのは，プロポンチイス，エウキシヌス，ソリス等

で共他山個は大抵の翻高上に見られて居り，絡計10－20位と算定される．

　以上が大高の結果報告である．筆者の淺學と淺い経駿のため結論を出す事

が出來ないので殆んど軍に激字表の羅列に終ってしまった事を御許し願ひ度

い．再び云へば今「司は次期1937年への絡掛りの山行演習であったと思へば満

足な鮎が多くあったと思はれる．今周観測スケッチを邊られた方に深大の謝

意を表し，次季の活躍を期待しつつ稿を終る．　（猶貴重な紙面を之れ以上費

す事も出回す，切りつめて書き過ぎた貼もあるため，詳しい黒門は機會を見て

報告者だけに護表する心積りです）

（花山で見える）掩蔽年報（昭和十年十＝月）
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